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Ｉ．はじめに
日 本 列 島 の 第 四 紀 の 脊 椎 動 物 化 石 は ， 各 地 の 湖 沼 ， 浅 海 ， 洞 窟 ま た は 裂 詩 堆 積

物 か ら 産 出 す る が， そ れ ら は 第 四 紀 の 各 時 代 に わ た って い る ． ま た ， そ れ ら の 地
質 年 代 に つ いて は ， 各 動 物 化 石 群 集 の 生 層 序 学 的 見 地 か ら の 考 証 の み な らず， そ
れらの包含層についての種々の手法による放射年代の測定がなされてきた．
瀬戸内海の海底からは，ナウマンゾウを代表種とする哺乳動物化石群が多産し，

日本の第四紀後期の哺乳動物動物化石群の一つを代表する．しかしながら，その
地 質 時 代 に つ いて は ， 他 地 域 の 化 石 群 集 と の 対 比 な ら び に 海 底 下 の 地 質 層 序 か ら
推定がなされてきた（Ｈａｓｅｇａｗａ，１９７２；ＯｔｓｕｋａａｎｄＳｈｉｋａｍａ，１９７６；大塚に９８７）
のみで，化石そのものの放射年代は測定されていない．
束 シ ナ 海 の 大 陸 棚 か ら 産 出 す る 脊 椎 動 物 化 石 群 集 に つ いて は ， こ れ ま で にそ の

分 布 が 同 大 陸 棚 の 広 範 囲 に わ た って い る こ と が 知 ら れて お り ， そ の 動 物 化 石 群 は
瀬戸内海のナウマンゾウ動物群に対比されている（大塚，１９８７）．さらに，これ
まで同大陸棚から採集された貝殻や泥炭の１４Ｃ年代は，約３，０００ｙｒＢＰから６，０００
ｙｒＢＰにわたり，同大陸棚にはウルム氷期の最盛期からその後の海進期にかけての
遺存堆積物が分布していることが知られている（Ｅｍｅｒｙｅｒ❹．，１９７０）．したがっ
て ， 同 大 陸 棚 の 海 底 に は ウル ム 氷 期 の 最 盛 期 に 生 息 して い た で あ ろ う 低 陸 地 の 動
物 群 や， ウル ム 氷 期 の 最 盛 期 に い たる 以 前 あ る い は 以 降 の 動 物 化 石 群 の 存 在 が 予
想される．同大陸棚海底の各地に分布しているＲＩ／ｊ，ｅ❹ｏｘ卵回で７ａｐ力ｚｊｒｚｊｓｍり心群
集（大塚，１９８７）は，古生物学的な見地から瀬戸内海のナウマンゾウ動物群に対
比 さ れ た が， 動 物 化 石 そ の も の の 放 射 年 代 は 測 定 さ れて い な か っ た ． 最 近 ， 奄 美
大島東方の水深約１２０～１４０ｍの通称 “くちみの瀬 ”から採集された大型鹿類の脛
骨（大塚ほか，１９７７）の加速器１４Ｃ年代が，２５，７４０±２２０ｙｒＢＰと報告された（中
村ほか，１９９６）．また，同時に測定したゾウの臼歯ならびに水牛の角化石につい
ては，１４，６４０～１９，９８０ｙｒＢＰとウルム氷期の最盛期を含む１４Ｃ年代値が得られた
が， コ ラ ー ゲ ン 含 有 率 が 低 い こ と か ら ， 実 際 よ り も 若 い 年 代 を 示 して い る 可 能 性
が高いと考えられている（中村ほか，１９９６）．このようにレ東シナ海の脊椎動物
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化石の放射年代については，まだ十分なデータが得られているとは言えない ∧
南 西 諸 島 の 脊椎動物群集の起源は地質時代にさかのぼり．そのおおよその年代

は ， そ れ ら の 包 含 層 の 層 位 に 基 づ いて 決 定 ざ れて い る ． こ れ ら 包 含 層 の 放 射 年 代
については，いくつかの１４Ｃ年代値が報告されている（高井，１９７５；高井・長谷
川，１９７１；浜田，１９８５）．南西諸島の古地理および動物群の起源を考える上で重
要な化石記録の一つには，１９４０年に発見された宮古島平良市大野越棚原の燐鉱石
採掘場から発見された旧象化石がある（Ｔｏｋｕｎａｇａ，１９４０；Ｏｔｕｋａ，１９４１）．この象化
石については，最初の報告者による古生物学記載がなされないまま半世紀以上を
経過しており，その分類学的位置については確定されないまま今日に至っている．
この象化石を包含する洞窟堆積物は琉球層群の最上部層の堆積後形成されたもの
で， 更 新 世 後 期 の 洞 穴 堆 積 物 に 含 ま れて い る が， そ の 放 射 年 代 は 未 だ に 測 定 さ れ
ていない．
今回，上記の宮古島産旧象化石と東シナ海および瀬戸内海の海底から採取され

た哺乳類化石の１４Ｃ年代を名古屋大学年代測定資料研究センターのタンデトロン加
速器質量分析計（中村・中井，１９８８；中村，１９９５）により測定したので，以下に
その結果を報告する．

Ⅱ ． 測 定 試 料
本研究で用いた哺乳類化石をまとめて表１に示す．今回分析した試料は，計３

点てある．試料１は，沖縄県，宮古島産旧象の上顎臼歯化石で，現在東京大学総
合研究資料館に所蔵されているものである．予察的な研究の結果，この臼歯化石
はゾウ科（ＥｌｅＰｈａｎｔｉｄａｅ）のマムーサス属（Ｍａｍｍ❹加功であることが明らかに
なった．試料２は，瀬戸内海の倉敷市下津井沖の備讃瀬戸の海底から採取された
ナウマンゾウの牙化石で，倉敷市立自・然史博物館所蔵の山本慶一氏コレクション

表 １ 哺 乳 類 化 石 の 種 類 ， 採 取 地 点 と そ の 水 深
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表 ２ 哺 乳 類 化 石 の コ ラ ー ゲ ン 収 量 ， 二 酸 化 炭 素 収 量 ， （ ジ ３ Ｃ 値 お よ び １ ４ Ｃ 年 代 値
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の一部である．試料３は，束シナ海の揚子江沖水深７０ｍの海底から採取されたヤ
クの角鞘である．
試料１と試料２は，化石種の生層序学的ならびに進化学的見地から１０万年～２０

万年前の年代が予想されることから，今回の１４Ｃ年代測定ではスケールアウトする
ことが期待される．また，試料３は，内陸的要素（乾燥気候）の強い牛科である
ことから，更新世末のウルム氷期最盛期（２．０～１．８万年前）の年代値が期待され
る．

Ⅲ ． 測 定 結 果 お よ び 考 察

骨 ， 角 や 臼 歯 を 構 成 す る 無 機 成 分 は 外 部 の 炭 素 と の 交 換 が 起 き 易 く ， 硬 タ ン パ
ク 質 で あ る コ ラ ー ゲ ン の 方 が 化 学 的 風 化 に 対 し て よ り 安 定 で あ る と さ れ て い る
（Ａｉｔｋｅｎ，１９９０）．このため，本研究では試料からコラーゲンを抽出して１４Ｃ年代

を 測 定 し た （ 有 田 ほ か ， １ ９ ９ ０ ； 中 村 ほ か ， １ ９ ９ ６ ） ． な お ， こ の コ ラ ー ゲ ン 抽 出 法
では，４５，０００ｙｒＢＰをこえる１４Ｃ年代値が報告されている（有田ほか，１９９０；沢田

ほか，１９９２）．
表２に測定結果を示す．１４Ｃ年代値は，ｌｊｂｂｙの半減期５，５６８年を用いて算出し，

西暦１９５０年から遡った年数で示した．誤差は１標準偏差（ｏｌｌｅｓｉｇｍａ）で示した．
こ れ は 同 様 な 条 件 で 年 代 測 定 を １ ０ ０ 回 繰 り 返 し た と き ， そ の 年 代 値 が 誤 差 範 囲 内 に
入 る 割 合 は ６ ８ 回 と 予 想 さ れ る こ と を 意 味 す る ． 試 料 ２ ， 試 料 ３ に つ い て は ， 得 ら
れ た 二 酸 化 炭 素 の 一 部 を 用 い て ， ト リ プ ル コ レ ク タ ー 式 気 体 用 質 量 分 析 計
（ＦｉｎｎｉｇａｎＭＡＴ社製，ＭＡＴ-２５２）により炭素安定同位体比（∂１３Ｃ値）を測定し
て，炭素同位体分別の補正を行った（中村ほか，１９９４；小田，１９９４）．
試料１の１４Ｃ年代は，２，９５０±３６０ｙｒＢＰとかなり若い値を示している．試料１の

コ ラ ー ゲ ン は ， そ の 収 率 が ゼ ラ チ ン コ ラ ー ゲ ン と 可 溶 性 コ ラ ー ゲ ン を 足 し あ わ せ
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て も ０ ． ０ ４ ７ ％ と き わ め て 低 い こ と か ら ， ほ と ん ど 分 解 さ れて な く な っ て し ま っ た も
の と 判 断 さ れ る ． さ ら に ， こ の 抽 出 さ れ だ コ ラ ー ゲ ン ” は ， 二 酸 化 炭 素 （ Ｃ ０ ２ ）
の 収 率 も ４ ． ７ ３ ％ と 新 鮮 な 骨 の コ ラ ー ゲ ン （ ４ ０ ～ ５ ０ ％ ） と 比 較 して き わ めて 低 い こ
と か ら ， 元 来 含 ま れ て い た コ ラ ー ゲ ン で は な い 可 能 性 が 高 い ． し た が っ て ， 測 定
に 用 い た Ｃ ０ ２ は ， そ の 後 に 混 入 し た 有 機 物 に 由 来 す る 可 能 性 が 高 い ． な お ， が ３ Ｃ
値は得られたＣｏ２が０．２１ｍｇときわめて少量であったため測定していない．
試料２の１４Ｃ年代は，２８丿５０±３６０ｙｒＢＰである．コラーゲンからのＣ０２の収率

は ， ３ ６ ． ２ ％ と 標 準 的 な 値 に 近 い ． し か し ， コ ラ ー ゲ ン の 収 率 は ， ゼ ラ チ ン コ ラ ー
ゲンが０．０３９％，可溶性コラーゲンが０．３６５％とやや低い．また，一般に新鮮な骨
の コ ラ ー ゲ ン の 含 有 率 は ， 可 溶 性 コ ラ ー ゲ ン よ り も ゼ ラ チ ン コ ラ ー ゲ ン の 方 が 高

く ， 年 代 が 古 く な る に つ れ て 可 溶 性 コ ラ ー ゲ ン の 割 合 が 増 加 す る 傾 向 が み ら れ る
（ 中 村 ・ 中 井 ， １ ９ ９ ３ ） ． し た が っ て ， 試 料 ２ の コ ラ ー ゲ ン も か な り 分 解 が 進 んで
い る も の と 考 え ら れ る ． こ の た め ， 得 ら れ た 年 代 値 も 若 返 っ て い る 可 能 性 が 十 分
考えられる．この試料のが３Ｃ値は -Ｓ２４．５‰であった．この値は，Ｃ３植物（ダ３Ｃ値
～ - ２ ６ ‰ ） を 食 す る 陸 上 の 草 食 動 物 の 標 準 的 な が ３ Ｃ 値 と 一 致 し て い る （ 表 ３ ） ．

試料３の１４Ｃ年代は，Ｍｏｄｅｒｎであった．この試料からのＣ０２の収率は４１．４％であ
り ， タ ン パ ク 質 と し て 適 当 な 炭 素 を 含 ん で い る ． し た が っ て ， 得 ら れ た 結 果 は 十
分 信 頼 で き も の と 考 え ら れ る ． ま た ， こ の 試 料 の が ３ Ｃ 値 は - １ ４ ． ８ ‰ で あ り ， 見 か
け 上 は 海 獣 類 の コ ラ ー ゲ ン の 値 を 示 し て い る （ 表 ３ ） ． 前 述 の よ う に Ｃ ０ ２ の 収 率
はよいことから，外部の炭素による汚染によって -２１～ -２３‰から -１４．８‰まで変化
し た と は 考 え ら れ な い ． む し ろ ， こ の ヤ ク が 食 物 と し て Ｃ ３ 植 物 と 共 に Ｃ ４ 植 物 （ ～
-１０９６０）を利用したと考えた方が妥当であろう．コラーゲンのが３Ｃ値として-１４．８

‰ を 得 る た め に は ， 計 算 上 Ｃ ３ 植 物 と Ｃ ４ 植 物 を ほ ぼ 同 じ 割 合 で 食 物 と し て 利 用 し た
こ と に な る ． た だ し ， ア ワ ， ヒ エ ， キ ビ な ど の Ｃ ４ 植 物 の う ち ， ど の 植 物 を 実 際 利
用 し て い た か は 明 ら か で は な い ．
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ＩＶ．おわりに
今 回 分 析 し た ３ つ の 試 料 は ， すべ て 予 想 し た 年 代 値 を 示 さ な か っ た ． そ の う ち

試 料 １ ， ２ の 年 代 値 は ， コ ラ ー ゲ ン の 含 有 率 が 低 い こ と か ら ， 実 際 よ り 若 い 年 代
を 示 して い る 可 能 性 が 高 い ． ま た ， 試 料 ３ の 炭 素 含 有 量 は ， タ ンパ ク 質 と して 十
分な量であったが，その年代値はｍｏｄｅｒｎであった．
海 底 風 化 に さ ら さ れ た 化 石 試 料 が どの 程 度 測 定 に 耐 える こ と が で き る か ， 化 石

試料のどの部位が１４Ｃ年代測定に適切であるかなどを検討するには，今後さらに測
定例を増やす必要があろう．また，海底から採取された哺乳類化石についての１４Ｃ
年 代 値 は ， こ れ ま で にそ れ ほ ど 多 く 報 告 さ れて い な い ． 第 四 紀 後 期 に お ける 哺 乳
類の時空分布を考察するためには，さらに多くの年代値が得られることが期待さ
れる．
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